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北
海
道
に
於
け
る
馬
格
改
良
の
過
程

榎

勇

緒

昔
日

四三二一

開
拓
使
官
営
牧
場
中
心
時
代

道
庁
種
道
場
中
心
時
代

馬
政
局
極
馬
牧
場
中
心
時
代

畜
産
組
合
中
心
時
代

結

び緒

冨

人
類
の
馬
に
対
す
る
関
係
は
、
主
と
し
て
、
労
働
手
段
と
し
て
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
し
か
し
、

と
こ
ろ
の
も
の
が
異
な
る
の
は
い
う
、
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
乗
用
と
験
用
、
軍
用
と
食
用
と
で
は
、
そ
の
要
求
さ
れ
る
馬
格
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

農
用
で
あ
っ
て
も
農
業
経
営
の
規
模
そ
の
他
に
よ
り
著
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

利
用
目
的
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
求
さ
れ
る

叉
同
じ

戦
前
の
わ
が
国
に
於
け
る
馬
格
改
良
上
の
最
も
重
要
な
問
題
は

一
般
的
に
は

農
業
経
営
規
模
の
零
細
性
故
に

農
家
の
要
求
す
る
馬
格
と
軍
の
要
求
す

六
七



ミ

k

」ノ

f

る
馬
格
と
は
著
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
が

馬
格
の
改
良
は
常
に
軍
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
、

農
家
の
要
求
は
常
に
犠
牲
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
(
1
)

。

北
海
道
に
於
け
る
場
合
、
農
業
経
営
の
規
模
そ
の
他
に
於
い
て
府
県
農
業
と
は
著
し
く
異
っ
て
お
り
、

そ
れ
故
に
、

農
家
の
馬
格
に
対
す
る
要
求
も
府
県
の

そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
叉
、

馬
待
改
良
上
に
於
け
る
問
題
も
若
干
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

」
れ
ら
に
関
す
る
研
究
は
未

だ
全
く
見
ら
れ
な
い
。

北
海
道
に
於
け
る
場
合
、
及
業
の
発
展
上
馬
が
如
何
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
今
一
史
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
(
之
、
そ
れ
だ
け
に
馬
匹
の
改
良
が
ど
の
よ

う
な
方
向
に
進
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
農
家
の
要
求
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
は
、
農
業
生
産
と
関
連
し
て
特
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
右
の
よ
う
な
観
点
か
ら
北
海
道
に
於
け
る
馬
格
改
良
め
過
程
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
馬
格
改
良
の
担
手
、
す
な
わ
ち
主

導
権
の
掌
録
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
時
期
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
つ
い
て
、
そ
の
改
良
目
的
が
何
で
あ
っ
た
か
、

そ
し
て
、

そ
れ
が
ど
の
程
度

果
さ
れ
て
い
た
か
等
に
つ
い
て
観
る
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て

相
一
手
の
推
移
に
よ
っ
て
改
良
遇
制
刊
を
時
期
区
分
す
る
と
次
の
六
っ
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

す
な
わ
ち
第
一
期
は
開
拓
使
の
官
営
牧
場
を
中
心

と
し
た
時
代
で
明
治
十
九
年
に
道
庁
極
右
田
場
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
、

第
二
期
は
道
庁
種
畜
場
中
心
時
代
で
明
治
十
九
年
に
道
庁
種
畜
場
が
真
駒
内
に
設

立
さ
れ
て
か
ら
明
治
四
十
年
に
馬
政
局
種
馬
牧
場
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
、
第
三
期
は
潟
政
局
種
馬
牧
場
中
心
時
代
で
明
治
四
十
年
日
高
に
種
馬
牧
場
が

第
四
期
は
立
国
産
組
合
中
心
時
代
で
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
支
那
事
変
に
入
る
ま
で

設
立
さ
れ
て
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
軍
縮
期
に
入
る
ま
で
の
時
期
、

の
時
期
、

第
五
期
は
軍
独
裁
時
代
で
そ
の
後
終
戦
に
至
る
ま
で
の
時
期
、

そ
し
て
第
六
期
は
生
産
組
合
を
中
心
と
す
る
時
代
で
終
戦
後
今
日
ま
で
の
時
期
で

あ
る
。以
ド
さ
き
に
提
起
し
た
問
題
を
中
心
に
、

期
、
す
な
わ
ち
者
産
組
合
中
心
時
代
ま
で
の
時
期
の
考
察
に
と
ど
め
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

但
し
本
稿
で
は
紙
面
の
関
係
上

上
の
六
つ
の
時
期
の
う
ち
前
回

註

(2) (1) 

農
業
発
達
史
調
査
会
編
「
目
本
長
業
発
達
史
(
土
」

察
、
地
農
業
で
は
相
対
的
に
土
地
生
産
力
が
劣
る
。
従
っ
て
大
地
積
を
耕
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
た
め
に
馬
は
農
耕
用
と
し
て
依
く
こ
と
が
出
来
な



か
っ
た
。
叉
他
方
交
通
、
運
輸
施
設
の
整
備
が
充
分
で
な
か
っ
た
北
海
道
で
は
、
そ
の
手
段
と
し
て
農
家
が
各
自
に
馬
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
σ

開
拓
使
官
営
牧
場
中
心
時
代

開
拓
使
設
置
当
時
に
於
け
る
北
海
道
の
馬
阪
は
「
頭
数
ノ
増
加
ハ
之
ヲ
自
然
/
増
殖
-
一
ヨ
リ
テ
敢
テ
閃
難
ヲ
来
サ
ス
ト
雄
モ
従
来
/
馬
匹
ハ
駄
馬
的
ニ
シ
テ

乗
馬
、
駿
馬
ノ
需
要
益
々
感
大
ナ
ル
ニ
当
リ
馬
匹
改
良
ノ
急
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
・
:
:
:
増
殖
ヨ
り
:
:
:
:
改
良
ヲ
急
務
ト
シ
」
(
1
)
て
要
求
さ
れ
て
い
た
。

北
海
道
に
於
け
る
馬
は
本
州
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
、
馬
に
関
す
る
最
初
の
記
事
は
「
福
山
秘
府
年
歴
部
」
(
一
六
一
五
年
)
に
於
い
て
で
あ
る
と
い
わ

れ
す
)
、
比
較
的
新
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
場
所
請
負
制
度
の
発
展
に
伴
う
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
、
そ
の
飼
養
は
次
第
に
盛
ん
と
な
り
、
特
に
文
化
二
年

(
一
八

O
五
年
)
、
幕
府
が
有
珠
、
虻
回
に
直
営
の
馬
牧
を
置
き
、
優
秀
な
種
馬
を
南
部
地
方
か
ら
移
入
し
、
そ
の
改
良
を
図
る
に
至
っ
て
か
ら
は
優
駿
を
産

出
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
自
然
交
配
が
行
わ
れ
て
来
た
の
と
、
北
海
道
が
異
っ
た
動
植
物
帯
に
属
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
た
め
に
次

第
に
特
殊
の
馬
格
が
形
成
さ
れ
、
開
拓
使
当
時
に
は
体
躯
劣
悪
で
牡
馬
の
大
な
る
も
の
で
も
四
尺
一

t
二
寸
に
過
ぎ
な
い
(
之
、
所
謂
「
士
産
馬
」
と
し
て
固
定
す

る
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

土
産
馬
は
駄
載
用
と
し
て
は
極
め
て
優
れ
て
い
た
が
(
之
、
当
時
漸
く
需
要
の
消
加
し
つ
つ
あ
っ
た
験
用
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
貧
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
急

速
な
改
良
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
に
倣
い
。
フ
ラ
ウ
農
業
の
発
展
を
期
し
た
開
拓
使
は
先
ず
そ
の
前
提
と
な
る
べ
き
馬
の
改
良
に
乗
出
さ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
が
、

開
拓
使
は
各
地
に
官
営
の
牧
場
を
設
置
し
、

優
れ
た
種
牡
馬
を
移
輸
入
し
、

種
馬
の
貸
与
規
則
を
定
め
、

劣
悪
馬
の
去
勢
を
奨
励
す
る

等
、
組
織
的
に
馬
匹
の
改
良
を
お
し
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
年
に
は
日
高
国
の
新
冠
・
静
内
の
二
部
に
跨
る
二
、

七
年
に
は
札
幌
有
閣
内
に
、
そ
し
て
九
年
に
は
手
稲
村
及
び
根
室
国
花
咲
半

島
に
そ
れ
ぞ
れ
馬
牧
場
を
開
設
し
て
、
こ
こ
で
移
輸
入
種
馬
の
蕃
殖
、
育
成
を
行
っ
た
。

北
海
道
に
洋
種
馬
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
明
治
四
年
、
七
重
開
墾
場
に
入
れ
ら
れ
た
米
国
産
「
流
星
号
」
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
数
阿
に
一
日
一
っ
て
洋
種
の
輸

馬
格
改
良
の
目
的
で
道
内
に
最
初
に
設
け
ら
れ
た
牧
場
は
七
重
開
墾
場
(
明
治
三
年
)
で
あ
る
が
、

0
0
0万
坪
の
牧
場
(
新
冠
牧
場
〕
を
設
置
し
、
つ
づ
い
て
六
年
に
は
登
別
に
、

入
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
米
国
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
殆
ん
ど
が
乗
用
種
で
あ
る
「
ア
メ
リ
カ

γ
'
ト
ロ
ツ
タ
l
種」
{
g
)
で
あ
っ
た
。
他
方
わ
が
国
の

九



七
O 

先
進
馬
産
地
た
る
南
部
地
方
か
ら
も
多
く
の
優
れ
た
種
馬
を
移
入
し
、
輸
入
種
馬
と
共
に
前
記
の
官
掌
牧
場
で
増
殖
し
、
そ
れ
を
民
間
に
貸
付
け
た
。

民
間
へ
の
種
馬
の
貸
与
は
明
治
四
年
函
館
支
庁
に
於
け
る
動
物
貸
与
規
則
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
を
以
て
鳴
矢
と
す
る
が
、

こ
の
制
度
は
更
に
拡
張
さ
れ

叉
同
時
に
開
拓
使
所
有
の
種
牡
尽
に
よ
る
民
間
牝
馬
へ
の
種
付
制
度
も
設
け
ら
れ
た
。

一
方
に
於
い
て
開
拓
使
は
、
馬
格
改
良
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
種
馬
の
整
備
を
行
っ
て
来
た
が
、
他
方
、

ち
明
治
八
年
に
は
官
営
牧
場
の
係
員
及
び
現
実
生
徒
等
に
、
一
一
雄
教
師
「
ダ
ン
」
を
し
て
牡
馬
去
勢
術
合
伝
習
せ
し
め
、

し
、
以
後
、
積
極
的
に
こ
れ
が
普
及
を
図
っ
た
。
例
え
ば
明
治
十
一
年
に
は
現
実
生
徒
を
各
地
に
派
し
て
牡
馬
の
去
勢
を
行
わ
し
め
、

馬
に
対
し
て
は
満
一
才
の
も
の
三
円
、
満
二
才
の
も
の
五
円
、
三
才
よ
り
四
才
の
も
の
に
は
七
円
を
補
償
す
る
こ
と
と
し
、

関
す
る
知
識
の
普
及
に
つ
と
め
た
※
。

劣
悪
馬
の
淘
汰
を
も
行
っ
た
。
す
な
わ

九
年
に
は
民
間
牡
馬
の
去
勢
を
論
達

叉
去
勢
の
た
め
発
れ
た

叉
牧
寸
前
心
得
書
を
作
り
v
去
勢
に

※
し
か
し
て
、
こ
れ
が
馬
格
改
良
上
如
何
な
る
成
果
を
収
め
た
か
に
つ
い
て
は
尚
断
言
し
得
な
い
が
、
開
拓
使
当
局
者
は
「
其
馬
種
改
良
の
効
果
を
挙
ぐ

る
に
急
な
る
の
あ
ま
り
:
・
:
:
:
土
産
馬
中
に
は
実
に
多
年
の
自
然
的
淘
汰
に
よ
り
鍛
錬
さ
れ
来
り
し
幾
多
の
美
賀
、
特
点
を
備
え
た
る
惜
む
べ
き
馬
も
交
り

居
り
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
玉
石
混
交
し
て
、
土
産
馬
は
悪
し
、
土
産
馬
は
馬
種
改
良
の
妨
げ
な
り
と
し
て
、
多
大
の
労
力
と
時
と
を
費
し
て
凡
て
去
勢

し」
(
6
)

て
し
ま
っ
て
お
き
な
が
ら
、
こ
れ
に
代
る
優
れ
た
牡
馬
の
供
給
や
一
充
分
に
な
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
は
、
去
勢
の
厄
を
免
れ
て
健
か
に
残

っ
た
劣
悪
な
る
牡
馬
に
よ
っ
て
繁
殖
が
な
さ
れ
た
た
め
に
、
劣
悪
な
る
士
産
馬
を
瀬
古
里
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
一
言
わ
れ
る
。

が
で
会
¥

尚
当
時
は
馬
事
思
想
が
低
か
っ
た
こ
と
等
の
た
め
顕
著
な
効
果
は
挙
げ
得
な
か
っ
た
。
殊
に
開
拓
使
の
最
も

従
っ
て
北
口
の
低
い
臼
本
人
に
は
不
向
で
あ
っ
た
こ
と
、
敏
感
で
十
一
産
馬
に
比
し
て
取
扱
が
閃
難
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
た
め

に
、
こ
れ
に
よ
る
改
良
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
南
部
産
牡
馬
と
の
雑
種
、
す
な
わ
ち
「
南
土
合
馬
」
は
純
用
、
駄
載
用
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

一
般
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
、
当
初
は
主
と
し
て
南
部
産
種
牡
馬
に
よ
る
改
良
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
洋
積
馬
も
次
第
に
歓
迎
さ
れ
る
よ

開
拓
使
の
終
り
頃
に
は
「
最
初
人
民
洋
種
/
容
易
ニ
駁
:
:
サ
ル
ヲ
慮
リ
種
付
ヲ
請
願
ス
ル
モ
甚
タ
多
カ
ラ
ス
競
近
西
洋
形
農
兵
ノ
払
下
ト
共
同
一

し
か
し
開
拓
使
の
こ
う
し
た
馬
匹
改
良
策
も

期
待
し
た
洋
種
馬
は
丈
が
高
く
、

う
に
な
り
、

器
械
ノ
カ
ニ
蒋
リ
耕
伝
ス
ル
ノ
労
少

F
Yア
功
多
キ
ヲ
覚
リ
口
札
ツ
運
輸
/
便
利
ヲ
馬
車
二
信
リ
初
メ
テ
洋
牛
馬
ノ
効
力
ヲ
確
認
シ
タ
ル
エ
ヨ
リ
胤
付
ヲ
出
願
ス

ル
モ
ノ
若
タ
榊
加
殊
-
一
昨
年
(
明
治
十
四
年
・
筆
者
註
〉
/
如
キ
ハ
管
下
(
函
館
県
・
筆
者
註
)
人
民
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
青
森
県
ヨ
リ
モ
数
頭
請
求
シ
来
ル
カ
故
之



-
一
応
ス
ル
ニ
至
ル
本
年
モ
人
民
既
一
一
十
七
頭
出
版
之
有
又
牛
馬
貸
与
ヲ
請
願
ス
ル
モ
ノ
頗
ル
多
シ
ト
雄
モ
右
ハ
目
下
畜
類
不
足
ニ
シ
テ
請
求
ニ
応
シ
難
ク
若
シ

之
ヲ
貸
与
ス
ル
ニ
至
レ
ハ
志
願
者
ノ
多
数
ナ
ル
ハ
必
然
ニ
有
之
」
(
7
)
と
い
う
状
態
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。

産
業
調
査
報
告
書
第
七
巻
(
其
二
)

高
合
新
一
郎
「
明
治
以
前
に
於
け
る
北
海
道
の
農
牧
業
」
北
方
文
化
研
究
報
告
第
十
二
瞬
所
収

北
海
道
産
馬
調
査
概
要
下
巻
(
明
治
三
十
三
年
)
陸
軍
一
等
獣
医
藤
崎
芳
一
氏
調
査

丸
山
猪
之
輔
「
北
海
道
土
産
馬
之
研
究
(
其
一
二
)
」
畜
産
雑
誌

gご
少

Z
P
∞
所
収

ア
メ
リ
カ
ン
・
ト
ロ
ツ
タ

i
種
、
ア
メ
リ
カ
で
改
良
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
用
途
は
速
歩
繋
駕
用
で
あ
る
。
こ
れ
が
開
拓
使
に
よ
っ
て
、
特
に
輸
入

さ
れ
た
理
由
は
明
白
で
な
い
。

丸
山
猪
之
輔
、
前
掲
論
文

北
海
道
事
業
管
理
局
報
告
書

註

(5) (4) (3) (2) (1) (7) (6) 

農
業
の
部
(
北
大
北
方
文
化
研
究
室
所
蔵
写
本
〉

道
庁
種
畜
場
中
心
時
代

明
治
二
十
年
頃
か
ら
我
が
国
の
牧
畜
政
策
に
転
換
が
み
ら
れ
、
緬
羊
な
ど
の
用
畜
重
点
政
策
か
ら
馬
匹
重
点
政
策
へ
と
移
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
了
)
、
北
海
道
に
於
い
て
も
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
従
来
畜
牛
の
改
良
の
み
を
行
っ
て
来
た
真
駒
内
牧
牛
場
は
、
明
治
十
九
年
道
庁
が
設
置
さ

れ
る
と
同
時
に
真
駒
内
種
畜
場
と
改
め
ら
れ
、
畜
牛
を
減
ら
し
、
新
に
馬
匹
を
繋
養
し
、
そ
の
改
良
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

真
駒
内
種
畜
場
は
や
が
て
北
海
道
の
馬
匹
改
良
上
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
る
が
す
)
、
こ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
等
か
ら
種
馬
を
輸
入
し
、
こ

れ
を
増
殖
し
て
民
間
に
貸
与
し
、
叉
民
間
牝
馬
に
余
勢
種
付
を
施
行
す
る
等
し
て
、
そ
の
改
良
を
図
っ
た
。
今
、
明
治
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
牛
馬
貸
与
規
則

に
基
い
て
民
間
に
貸
付
け
ら
れ
た
種
馬
頭
数
に
つ
い
て
み
る
と
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
て
木
表
に
よ
る
と
、

十
年
代
に
は
一

o
o
t一
五

O
頭
に
も
達
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
後
貸
与
馬
数
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、

が
一
段
と
高
ま
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
他
方
北
海
道
の
農
業
も
こ
の
頃
か
ら
急
速
に
発
展
し
出
し
た
た
め
、

た
馬
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
す
)
。

従
来
の
畜
牛
、

日
清
戦
争
後
急
激
に
増
加
し
、
明
治
一

こ
れ
を
契
機
と
し
て
軍
の
馬
に
対
す
る
要
請

。
フ
ラ
ウ
を
曳
か
せ
る
に
充
分
な
貌
曳
力
を
備
え

七
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種
と
南
部
産
の
和
種
で
あ
っ
た

こ
の
よ
う
に
種
畜
場
は
多
く
の
種
馬
の
貸
与
を
行
り
た
が
、
貸
与
馬
の
種
類
は
主
と
し
て
ト
ロ
ツ
タ
l
種
及
び
そ
の
雑
種
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
(
之
、
及
び
そ
の
雑

ペ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
は
こ
の
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
第
二
表
参
照
)
。
乗
用
種
で
あ
る
ト
ロ
ツ
タ
l
種
は
す
で
に
開
拓
使
時
代
か
ら
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
た
ん
が
、
農
用
種
で
あ
る

は
じ
め
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

明
治
二
十
年
代
の
後
半
に
入
る
と
、
「
従
来
種
馬
の
貸
与
を
乞
う
者
多
く
は
乗
用
障
な
り
し
も
近
来
に
至
り

プ
ラ
ウ
農
業
の
展
開
と

共
に
、
次
第
に
こ
れ
に
対
す
る
需
要
も
増
加
し
、

本
道
農
業
の
進
歩
に
伴
う
て
農
用
種
馬
(
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
・
筆
者
註
)
の
出
願
を
な
す
も
の
大
に
治
加
し
殆
ん
ど
旧
時
に
反
す
る
有
様
を
見
る
に
至
っ
て
い

た
よ

(50第
二
表
に
よ
る
と
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
磁
及
び
そ
の
雑
種
が
著
し
く
噌
加
し
て
い
る
が
、
勿
論
こ
れ
は
、
そ
の
需
要
の
増
加
に
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
如
く
種
畜
場
は
主
と
し
て
ト
ロ
ツ
タ
l
種
と
ベ
ル
シ
ユ
P

ン
径
の
二
種
を
も
っ
て
北
海
道
の
馬
を
改
良
せ
ん
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
磯
閏
た
る
方

針
が
は
じ
め
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
方
針
が
確
立
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
七
年
で
「
是
ヨ
リ
前
本
道
各
地
ノ
牧
商
業
ノ
成
績
ヲ

査
覆
ス
ル
ニ
、
一
一
戸
一
人
ニ
テ
所
有
ス
ル
牛
馬
ハ
種
類
頗
ル
多
キ
ヲ
以
テ
、
管
理
ノ
至
難
ナ
ル
ハ
勿
論
随
テ
其
子
孫
ノ
血
統
錯
雑
シ
テ
返
却
ヲ
来
シ
声
価
ヲ
保

ル
ノ
難
キ
ヲ
以
テ
、
先
ツ
当
場
ニ
於
テ
其
種
類
ヲ
一
定
セ
ム
コ
ト
ヲ
カ
メ
本
年
ヨ
リ
:
:
:
馬
ハ
乗
用
農
用
ノ
二
種
」
(
こ
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

撰
援
配
合
ノ
諸
法
ヲ
周
知
セ
シ
ム
ル
ノ
急
務
ナ
ル
ヲ
認
メ
ラ
レ
シ
モ
因
襲
ノ
久
シ
キ
一
朝
能
ク
之
ヲ
匡
主
ス

ツ
能
ハ
サ
ル
ノ
事
実
ア
ル
ヲ
以
テ
、
種
類
制
限
、

し
か
し
て
特
に
、
ト
ロ
ッ
ク
1
種
と
ベ
ル
シ
ュ
ロ

γ
種
が
撰
ば
れ
た
こ
と
の
当
否
は
別
と
し
て
、

ペ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
と
ト
ロ
ツ
タ
i
磁
を
交
配
さ
せ

こ
れ



第 2表 道庁筒畜場〔真駒内〉繋養極罵の筒類別頭数
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Mzl  i;|;;11;lLl ljjj j 50 

りl

30 45 11 42 74 49 265 
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T 105 26 26 81 157 5 B 8 6 7 443 

同 上 lt 率

M 20 42.4 30，3 5.2 22.1 100.0% 
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40 
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七
回

-
米
す
な
わ
ち
い
ま
、
そ
の
貸
付
規
則
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治
十
九
年
に
布
達
さ
れ
た
も
の
は

第
一
条
種
牛
馬
貸
与
ヲ
乞
ブ
モ
ノ
ハ
甲
号
雛
形
ノ
願
書
ヲ
出
シ
許
可
ノ
上
ハ
乙
号
雛
形
/
拝
借
証
ヲ
出
ス
ヘ
シ
と
し
て
、
そ
の
資
格
に
制
限
を
加
え
て
い

な
い
が
、
明
治
二
十
八
年
十
二
月
に
改
定
さ
れ
た
貸
与
規
則
は

第
一
条
本
道
エ
於
テ
牛
馬
/
改
良
許
殖
ヲ
日
的
ト
シ
牛
又
ハ
馬
十
頭
以
上
ヲ
所
有
シ
牧
畜
業
ヲ
経
営
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
設
備
ア
ル
モ
ノ
ハ
本
則
ニ
ヨ
リ
蓉

娘
用
ノ
牛
又
ハ
馬
ノ
俗
用
ヲ
出
願
『
ハ
ル
コ
ト
ヲ
得

と
し
て
お
り
、
更
に
明
治
三
十
四
年
に
改
定
さ
れ
た
貸
与
規
則
は

第
一
条
牛
馬
改
良
器
殖
ノ
為
メ
本
則
ノ
規
定
ニ
ヨ
リ
産
牛
馬
組
合
其
他
施
設
ナ
キ
地
方
ニ
於
テ
ハ
且
民
会
又
ハ
産
業
組
合
ニ
種
引
牛
馬
ヲ
貸
付
ジ
団
体
又
ハ

偶
人
ユ
ジ
テ
徳
付
適
令
ノ
牝
牛
一

O
頭
以
上
ヲ
所
有
ス
ル
者
ニ
一
種
牡
牛
ヲ
貸
付
ス

第
三
十
二
条
産
牛
馬
組
合
又
ハ
止
は
会
若
ク
ハ
産
業
組
合
/
設
置
ナ
キ
地
方
ニ
シ
テ
北
海
道
庁
長
官
ニ
於
テ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
当
分
ノ
内
団
体
若
ク
ハ

個
人
ニ
モ
怒
牝
馬
ヲ
貸
付
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

と
し
て
、
そ
の
資
格
に
制
限
を
加
え
て
い
る
。

し
か
し
て
こ
れ
は
、
馬
匹
の
改
良
を
よ
り
速
め
ん
と
す
る
狙
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
勿
論
、

し
よ
う
み
す
る
試
み
は
、
北
海
道
に
於
て
も
早
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
明
治
三
十
年
に
は
日
高
、
十
勝
の
各
地
方
に
論
し
産
馬
組
合
を
結
成
せ
し

め
、
特
に
こ
の
年
購
入
し
た
亜
刺
比
直
積
二
十
三
頭
の
う
ち
、
十
六
頭
を
分
貸
し
、
更
に
二
十
一
年
に
は
ア
ル
ゼ
リ

l
種
四
頭
を
貸
与
し
て
そ
の
事
業
の
阜
市
田
町

産
牛
馬
組
合
を
通
じ
て
馬
匹
改
良
を
促
進

を
期
し
た
が
、
幌
泉
郡
産
馬
組
合
を
除
く
の
外
は

い
ず
れ
も
数
年
を
経
ず
し
て
解
散
し
、

所
期
の
成
田
市
を
挙
げ
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
八
年
に
於
け
る
改
定
は
、
そ
の
た
め

産
馬
組
合
の
代
り
に
、

民
有
牧
場
を
通
じ
て
改
良
を
促
進
せ
し
め
ん
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
目
的
は
か
な
り
達
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
(
7
1

そ
の
後
明
治
三
十
三
年
二
月
産
牛
馬
組
合
法
が
発
布
せ
ら
れ
、
手
厚
い
保
護
が
加
え
ら
れ
る
に
及
ん
で
各
地
に
産
牛
馬
組
合
の
成
立
を
見
る
と
と
も
に
、
再

び
組
合
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
改
良
は
一
段
と
速
め
ら
れ
た
(
第
三
表
参
照
)
。

と
は
一
言
え
、
本
期
間
を
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、

の
需
要
が
増
大
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

以
上
の
よ
う
に
種
畜
場
を
中
心
と
し
て
積
極
的
な
改
良
策
が
と
ら
れ
、

改
良
の
速
度
は
か
な
り
緩
慢
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
三
表
に
よ
る
と
改
良
馬
(
洋
種
と
土
産
馬

叉
一
般
氏
関
に
於
い
て
も
改
良
馬



第 3表 内国種(土産J馬)割合の推移

一一恒竺雑種l外国竺企竺
M271I7120;2(;:;::;:ラ

35 1 73， 2671 6，蜘 1601 79，788 

40 1肌 310; 払 5611 9031 11仰 4

45 [ 94，300 84，8161 2，804[ 181，920 

5 ! G3，212 128，612) 4，783! 196， 607 

1 同 上比率
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の
雑
種
)
は
明
治
三
十
五
年
に
お
い
て
も
未
だ
八
%
に
過
ぎ
ず
、
四

十
年
に
至
っ
て
も
漸
く
二
二
・
八
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

し
て
こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
自
由
交
尾
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

劣
悪
馬
の
去
勢
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
開
拓
使
時
代
か
ら
施
行
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
民
間
に
於
い
て
極
力
こ
れ
を
採
避
し
た
の
で
、

北海道統計書より

明
治
二
十
三
年
以
降
は
中
止
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
三
十
五
年
に
至
つ

て
馬
匹
去
勢
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
尚
施
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地

方
長
官
の
指
定
し
た
方
法
に
よ
り
任
意
に
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
明
治
三
十
年
に
種
牡
馬
検
査
法
が
制
定
さ
れ
、
蕃
殖

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
が

そ
れ
は
到
底
、

に
供
用
す
る
種
牡
馬
は
必
ら
ず
種
牡
馬
検
査
に
合
格
し
た
も
の
で
な

徹
底
さ
れ
得
な
か
っ
た
c

他
方
、
当
時
尚
、
馬
匹
生
産
は
圏
馬
に
よ
る
方
法
※
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
国

馬
は
粗
野
な
土
産
馬
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
お
い
て
急
速
な
改
良
を
望
む
こ
と
は
蓋
し
無
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

※
こ
れ
は
放
牧
馬
産
の
行
わ
れ
て
い
た
当
時
の
支
配
的
な
飼
養
法
で
、
北
海
道
で
は
明
治
三
十
年
頃
ま
で
は
専
ら
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
体

力
、
統
率
力
に
長
け
た
牡
馬
〈
圏
馬
)
一
一
旗
に
牝
二

O
t
三
O
頭
を
付
け
て
放
牧
し
、
こ
の
圏
馬
を
し
て
外
敵
或
は
災
害
か
ら
牝
馬
を
保
護
せ
し
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
効
力
は
偉
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
速
く
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
北
海
道
の
企
業
的
馬
牧
場
が
衰
退
し
た
原
因

の
一
つ
と
し
て
、
種
牡
馬
検
査
法
、
去
勢
法
の
施
行
に
よ
っ
て
圏
馬
に
よ
る
方
法
が
維
持
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

註
川
農
業
発
達
史
調
査
会
編
「
日
本
農
業
発
達
史
(
5
)

二
三
一
二
頁

凶
開
拓
使
時
代
、
本
道
の
甲
府
匹
改
良
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
新
冠
牧
馬
場
は
明
治
十
七
年
に
皇
室
附
属
地
と
し
て
宮
内
省
の
所
轄
と
な
り
御
料
牧

場
と
称
せ
ら
れ
る
に
一
会
っ
た
。
し
か
し
て
、
そ
の
使
命
は
(
白
内
省
用
馬
の
生
産
に
あ
り
、
従
っ
て
北
海
道
の
馬
匹
改
良
上
に
於
け
る
地
位
は
低
め
ら

れ
た
。

七
五



七
六

間
松
野
伝
「
開
拓
農
業
と
。
フ
ラ
ウ
問
題
」

削
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
臨
側
、
原
産
は
フ
ラ

γ
ス
の
ベ
ル

γ
ユ
地
方
、
重
品
世
馬

問
北
海
道
之
殖
産
四
八
号

ω北
海
道
庁
種
斎
場
、
沿
革
誌
(
明
治
コ
一
十
三
年
)
二
十
三
頁

的
保
志
品
川
「
北
海
道
の
牧
場
経
常
の
成
立
と
展
開
」
北
海
道
農
業
研
究
第
七
号
所
収

馬
政
局
種
馬
牧
場
中
心
時
代

日
清
、
日
露
の
雨
戦
役
は
、
わ
が
国
産
馬
が
軍
馬
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
貧
弱
で
あ
る
こ
と
を
教
え
た
が
、

段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
露
戦
争
後
の
三
十
九
年
に
は
馬
陀
改
良
三
十
年
計
画
が
樹
て
ら
れ
、

そ
の
結
果
、

箪
に
よ
る
馬
匹
改
良
政
策
は
一

陪
軍
省
内
に
馬
政
局
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
管
陪
の
も
と
に
全
国
コ
一
ケ
所
に
種
馬
牧
場
を

十
五
ケ
所
に
種
馬
所
が
設
け
ら
れ
て
、

馬
匹
改
良
は
軍
の
も
・
と
で
強
力
な
全
国
的
組
織
を
も
っ
て
展
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

従
来
、
北
海
道
に
於
げ
る
馬
匹
改
良
は
、
府
県
に
比
べ
て
か
な
り
強
い
独
自
性
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
来
た
が
、

に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
1
)
。
す
な
わ
ち
明
治
四
十
年
に
は
日
高
に
極
馬
牧
場
を
、
四
十
一
年
に
は
長
万
部
に
種
馬
所
を
、
そ
し
て
四
十
三
位
ー
に
は

十
勝
に
極
馬
牧
場
を
設
間
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
通
じ
て
、
北
海
道
の
馬
匹
を
寧
の
慾
す
る
方
向
へ
改
変
せ
ん
と
し
た
。 」
の
一
一
一
十
年
計
画
を
契
機
と
し
て
漸
く
軍

こ
の
よ
う
に
三
十
年
計
画
を
契
機
と
し
て
特
に
北
海
道
が
寧
に
よ
っ
て
強
力
に
掌
握
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
は
、

と
し
て
北
海
道
、
か
竜
安
な
地
位
を
山
め
る
に
至
っ
た
こ
と
と
、
北
海
道
の
馬
匹
が
軍
の
慾
す
る
方
向
と
は
一
致
し
な
い
方
向
へ
改
変
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に

」
の
頃
か
ら
漸
く
わ
が
国
の
馬
陵
地

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
飼
養
頭
数
及
び
生
産
頭
数
を
全
国
に
比
べ
る
と
明
治
二
十
八
年
飼
養
頭
数
に
於
い
て
一
二
・
六
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、

に
は
一
一
-
O
%
を
占
め
る
に
至
っ
て
お
り
、
生
産
頭
数
に
お
い
て
は
明
治
て
十
八
年
五
・
四
%
で
あ
っ
た
も
の
が
四
十
四
年
に
は
一
二
'
四
%
に
も
達
し
て

い
る
。
北
海
道
が
ι

市
口
実
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

四
十
四
年



開
拓
使
、
道
庁
共
に
極
め
て
積
額
的
で
あ
っ
た
た
め
、
全
国
的
水
準
に
お
い
て
み
た
場
合
か
な
り
の
程
度
に
進
ん

「
先
度
の
日
露
戦
役
は
殆
ん
ど
全
一
く
我
国
民
烏
に
よ
り
て
戦
は
れ
た
る
事
な
る
が
其
成
績
よ
り
す
れ
ば
北
海
道
産
馬
第
一
位

に
し
て
奥
州
産
馬
之
に
次
ぎ
」
(
2
)
と
い
う
状
態
で
、
-
す
で
に
わ
が
閏
の
先
進
馬
産
地
た
る
奥
州
の
産
馬
を
も
凌
ぐ
に
至
っ
て
い
た
が
、

に
、
こ
の
頃
か
ら
軍
馬
と
し
て
は
歓
迎
さ
れ
な
い
重
種
‘
す
な
わ
ち
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
稀
系
の
馬
が
急
速
に
増
加
し
つ
つ
あ
り
、

民
格
の
改
良
は
、

で
お
り
、
日
露
戦
争
当
時
に
は

す
で
に
み
た
よ
う
に

さ
れ
る
北
海
道
の
事
態
と
し
て
は
決
し
て
看
返
し
得
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

国有緑牡馬施行
極付種牡馬

頭) % 

種牡馬所有者別種類別頭数

民有穏牡J馬並道!
庁貸付種牡馬 ! 

頭 I% I 

第 4表

13.5 

.2.9 

14 

q 

6.8 7 

1.0 

31.1 

13.6 

1.0 

17.4 

1.0 

32 

18 

14 

11. 7 

0.5 

1.8 

0.1 

0.2 

20.3 

0.7 

6.2 

3.6 

8.3 

34.9 

nu 
l
 
l
 
5 

17 

2 

191 

7 

里8

34 

78 

328 

28 

サラブレッド系

アラブ

アγグロアラブ

フリオゾー

ギドラ γ 

ロツター

オーロフ百ストプチン

アングロノルマン

タニ

クライデスデイーノレ

ベルシュロン

ブラノ〈ンソン

グリープラント

8. 7 

3.0 

(1.勺

0.2 

0.8 

3.5 

3.2 

0.1 

3

2

8

m
リ
一
%

サツトノレオース

和 艇

血統不明の洋種

同雑積

ウス 1.0 

1.0 

1.0 

/ーニ

ノースター

フグアゾー

合計 I941 I 1川 103 000.0 

{8.し，民有並に道庁貸付種牡馬については，

畜産雑誌vol.16， No's， P. 84より，固有種牡馬については

vol. 10， No.3， P. 43より引用

他
方
す
で
に
み
た
よ
う

軍
罵
供
給
地
と
し
て
最
も
期
待

し
か
し
て
山
内
政
局
の
改
良

方
針
は
、
ア
ン
グ
ロ
ノ
ル
マ

γ 

F電

ハ
ク
ニ

l
種
ず
)
等

の
中
間
種
系
の
も
の
を
も
っ

て
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
※
。
第
四
表
は
そ
れ
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
勿
論

」
れ
は
、
軍
事
的
要
請
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
※
※
。

※
但
し
馬
政
局
の
改
良
方

針
に
確
固
た
る
信
念
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う

に
、
す
ぐ
れ
た
中
間
種
、

す
な
わ
ち
軍
馬
を
作
出
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

七
七



第 5表 種牡馬所有者別血種別割合

一種i旦F種JA 種|和
組 合

-tJ< 

種」合

有

f
 

-壬ロ

12 
22 

35 
45 

同 上

2.1 43.8 
4.3 50.8 

" 7.3 43. 7 

" 1.3 48.5 

道 有 {同1

大正 10年 14 65 80， 173 
15 3 64 81 15: 

昭和 5 4 :'8 81 169 
10 5 140 76 224 

2 48 
4ヲ

410 
463 

ヰミ

100.0 
1.4 f/ 

2.5 
f/ 

有

856 
769 

785 
599 

100.0 

" 

" 

人



た
こ
と
は
勿
論
あ
る
が
、
第
四
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
通
り
多
種
多
様
の
馬
が
輸
入
さ
れ
、
改
良
方
針
は
全
く
混
沌
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
す
で
に
み
た

よ
う
に
、
道
庁
種
音
場
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
漸
く
回
定
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
北
海
道
の
馬
種
は
再
び
雑
然
と
な
り
、
「
雑
駁
ナ
ル
馬
群
ノ
集
団
」
と
化
し

て
い
た
。
し
か
し
て
こ
れ
が
産
馬
家
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

※
※
こ
の
軍
事
的
要
請
と
馬
匹
の
最
大
の
需
要
者
で
あ
る
農
家
の
要
請
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
農
家
の
要
求
は
、
畜
力
農
機
具

体
系
の
確
立
と
相
侠
っ
て
貌
曳
カ
の
よ
り
大
さ
な
章
一
種
に
あ
っ
た
。
し
か
し
て
こ
の
丙
者
の
要
求
の
相
違
は
第
四
表
及
第
五
衰
に
よ
っ
て
も
伺
い
得
る
で
あ

ろ
う
。

馬
政
局
は
、

こ
う
し
た
軍
事
的
要
請
に
適
合
し
た
馬
を
作
出
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
た
。
す
な
わ
ち
先
ず
国
有
種
牡
馬
を
増
加
し

照
)
、
こ
れ
を
民
間
に
無
償
で
貸
付
け
、
或
は
叉
し
ば
し
ば
品
評
会
を
開
催
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
蕃
殖
し
た
も
の
を
つ
と
め
て
入
賞
せ
し
め
る
な
ど
し
た
。

RU
只

u
n
u
q
L
1
S
4‘

t
A
/
O
-
A
n
u

げ

日

出

ω
凹

引

小

山

口

wm

ハ

ル

他

方

、

改

良

を

よ

り

促

進

す

nu 

種牡J馬所有者別頭数の推移

S 

48 

69 

410 

463 

国-ー一
J
り
1

1

6

4

1
 

4
1
4
4
J
n
l
J
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1
4ペ
!

勺
J
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・
ゥ
，
ι

に

1
J

〆h
υ

q

J

b

1
i
1ふ

1
4
1
ょっゐ

有!道
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1 

422 

7441 

759i 

s561 

7691 

785
1 

599¥ 

71. 41 

32.4 

28.9 

18.8 

16.2， 

14.2 

12.11 

9釘

12.引

明治31-大正5年までは畜産雑誌

vol. 16， No.8， P. 82より

大正10年以降については北海道庁産業部

「北海道音産統計」より引用

明治31-大正5年までの民有には組合有

をも含む。
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第 6表

民

、3J

1

5

0

1

4

5

0

5

5

0

1

ょ

5

0

1

i

5

D

3

5

〕
一

t

3

3

4

1

1

1

3

3

4

:

H

U

f

k

一
位

M 

T 

2) 

M 

T 

S 

(
第
六
表
参

る
た
め
畜
産
組
合
を
強
化
し

た
。
畜
産
組
合
は
明
治
三
十
三
一

年
の
産
牛
馬
組
合
法
の
制
定
、

一
二
十
八
年
の
産
牛
馬
補
助
規
程

等
に
よ
っ
て
保
護
奨
励
さ
れ
て

き
た
が
、
更
に
大
正
四
年
に
は

「
畜
産
組
合
法
」
を
制
定
し
、

そ
の
第
八
条
に
「
組
合
成
立
シ

タ
ル
ト
キ
ハ
共
ノ
区
域
内
ニ
於

テ
組
合
員
タ
ル
資
格
ヲ
有
ス
ル

モ
ノ
ハ
総
テ
組
合
員
ト
ス

j
」

と
規
定
し
て
組
合
加
入
を
強
制

t二
プL



し
、
そ
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
し
て
国
右
符
牡
馬
の
貸
付
も
主
と
し
て
組
合
が
対
象
と
さ
れ
た
。

し
か
し
て
こ
れ
は

を
組
織
的
に
行
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

又
町
内
匹
改
良
を
促
進
す
る
た
め
の
最
も
品
阜
市
町
な
手
段
と
し
て
の
牡
馬
の
去
勢
は
、

か
か
わ
ら
ず
、

血f重別極牡馬数の推移第 7表

ノL
O 

玄
回
産
組
合
を
通
じ
て
馬
匹
の
改
良

民
間
の
強
力
な
反
対
に
あ
っ
て
施
行
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、

そ
れ
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
法
律
が
'
明
治
一
一
a

十
四
年
に
制
定
さ
れ
た
に
も

漸
く
地
方
長
宵
の
指
定
す
る
方
針
に
基
ず
い
て
わ
ず
か
に
行
わ
れ
て
来
た
に
過
ぎ
な

』一一ー--・---1
大正 2 580 309 82 971 

3 573 352 60 985 

4 549 364 3 ~6 942 

5 502 427 3 932 

6 j 481 452 8 941 

7 380 449 16 945 

8 ? フ ヲ ? 

q フ ? ? ? 

673 10 382: 43 1， 214 

11 13 682 32 1，233 

12 12 428
1 
652 29 1，238 

13 807 26 1，465 

14 958 32 1， 721 

15 476; 723 25 1，291 

日百平廿 2 84 6251 861 31 1，607 

3 708 974 37 1， 804 

4 86 854 29 1，650 

5 1021 810 28 1， 716 

6 740 26 1， 692 

7 11 689 28 1，700 

8 10 668 28 1，708 

9 940 614 27 1，698 

1，008
1 

10 119i 600 34 1， 761 

明|合種|不種|和種|中間極|電|軽

100.0 

比

59.7 31.8! 

53.9 45.71 

9.51 31‘51 55.4: 3.6 

15 1 5.21 36.91 56.0: 1. 9 

昭和151 5.9i 45.21 47.21 1.7 

10 1 6.81 57.31 34.11 1.81 -1 " 

大正 2-7年については苦手産雑誌voI.17， No.8， P. 20より引用
大正10-昭和10年については道庁「北海道苦手産統計」より引用
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" 

率
一
i
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4
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n
ロ
ハ
U

上同

大正 2

5 

10 



か
っ
た
が
、
大
正
五
年
に
、
愈
々
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
、
劣
悪
牡
馬
は
す
べ
て
去
勢
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
て
馬
政
局
の
こ
う
し
た
改
良
政
策
が
民
間
同
の
改
良
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
因
み
に
、

六
・
四
%
を
占
め
て
い
た
内
国
種
(
土
産
馬
)
は
十
年
後
の
大
正
五
年
に
は
一
E
二
・
一
%
に
減
り
、
九
年
に
は
俸
か
に
一
六
・
五
%
と
な
っ
て
お
り
、
逆
に
改

'
良
馬
(
洋
種
と
和
種
の
雑
題
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
二
・
八
%
、
六
五
・
四
%
、
八

0
・
八
%
と
急
激
に
増
加
し
て
い
る
(
前
掲
第
三
表
参
照
U

O

し
か
し
改
良
は
必
ら
ず
し
も
馬
政
局
の
望
む
方
向
へ
は
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ン
グ
ロ
ノ
ル
マ
ン
種
等
の
中
間
種
増
殖
政
策
に
も
か
か

わ
ら
ず
馬
政
局
の
嫌
避
し
た
重
種
系
の
も
の
が
急
速
に
増
加
し
て
行
っ
た
〈
第
七
、
八
表
参
照
)
。
し
か
し
で
そ
の
原
因
は
馬
の
最
大
の
需
要
者
で
あ
る
農
家

の
慾
す
る
馬
は
重
種
系
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
生
産
者
が
競
っ
て
そ
れ
を
生
産
し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
い
ま
、
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
み
る
と
「
現
に
某

弛
方
の
畜
産
家
で
ア
ソ
グ
ロ
ノ
ル
マ
ン
種
な
ど
盛
ん
に
繁
殖
し
た
が
、
甘
く
売
れ
ず
、
実
役
に
も
不
便
な
厄
介
物
ば
か
り
出
来
て
泣
い
て
居
る
人
も
あ
り
」
(
三
と

い
う
状
態
で
あ
り
、
叉
「
一
時
盛
ん
に
ア
ン
グ
ロ
ノ
ル
マ
ソ
種
を
歓
迎
し
た
る
も
の
其
産
駒
中
往
々
に
し
て
過
高
、
平
肋
、
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明
治
四
十
年
、

全
体
の
七

関
節
弛
緩
、

惇
威
に
乏
し
く
、
折

角
期
待
し
た
る
軍
馬
に
も
合
格
せ
ず
、
去
り
と
て

一
般
の
馬
商
も
亦
喜
ば
ざ
る
厄
介
物
の
生
る
る
こ

〆
h
v，帥引

と
あ
る
を
以
て
、
今
や
此
些4
種
槌
の
配
合
に
は
跨
蕗
蕗
.
すす

酌
恥
川
る
も
の
多
多
、
き
に
至
」k
(
5土
)
る
と
主
一
雪
言
吉
吉
同
う
状
態
で
、
ア
ソ

制
グ
ロ
ノ
ル
マ
ン
種
は
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た

況
の
に
対
し
、
重
種
系
馬
は
「
肋
近
年
重
種
系
は

~

現

部
之
持
に
高
価
に
し
て
能
く
売
れ
ま
す
。
是
れ
生
産
を

業

産

産
申
胃
業
と
す
る
も
の
の
之
に
熱
中
す
る
所
以
で
す
。

庁

送
喧
捕
間
重
種
系
の
血
液
進
み
た
る
重
税
馬
は
道
内
は

品。

J
A

北
「
勿
論
秋
田
県
の
種
牡
馬
に
売
っ
て
も
決
し
て
損
は

あ
り
ま
せ
ん
。
殊
に
近
年
成
金
農
業
の
発
達
と
共

人



i¥ 

に
一
般
に
駿
馬
の
需
要
多
く
な
り
重
種
系
の
産
駒
は
捨
売
な
ど
は
一
頭
も
あ
り
ま
せ
ん
。

之
が
生
産
者
の
熱
中
す
る
所
以
で
す
:
・
:
;
:
附

兎
角
軽
中
間
種
は

難
儀
し
た
割
合
に
良
駒
は
少
く
近
頃
は
買
人
も
少
く
叉
価
格
も
安
く
生
産
者
と
し
て
は
仲
々
算
盤
が
合
い
ま
せ
ん
。
之
に
反
し
重
種
系
は
殆
ん
ど
な
げ
や
り
に

思
十
党
農
家
な
ど
で
も
農
用
雑
種
叉
は
農
乗
雑
種
は
体
格
性
質
飼
養
管
理
の
容

し
て
尚
利
益
が
あ
る
点
か
ら
考
う
れ
ば
誰
が
何
と
い
う
て
も
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
却
使
役
上
の
便
利
並
価
格
等
是
れ
突
役
馬
と
し
て
便
利
な
る
た
め
競
て
購
買
す
る
た
め
生
産
者
も
重
種
を
多
く
繋
留
す
る
所
以
で
す
」
(
6
)
と
い
う
状
態
で
あ
っ

た
。
蓋
し
重
種
の
消
加
は
当
然
で
あ
っ
た
。

註
仙
北
海
道
で
国
有
種
牡
馬
が
供
用
さ
れ
る
に
笠
っ
た
の
は
漸
く
明
治
四
十
年
か
ら
で
あ
る
が
、
府
県
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
因
み
に
、
各
種
馬

牧
場
、
種
馬
所
の
設
立
年
次
を
見
る
と
、
奥
羽
種
馬
牧
場
(
明
治
二
十
九
年
)
九
州
種
馬
牧
場
(
明
治
二
十
九
年
)
岩
手
種
馬
牧
場
(
明
治
一
一
十
九

年
)
以
下
種
馬
所

t
熊
本
(
明
治
二
十
九
年
)
宮
城
(
明
治
二
十
九
年
)
秋
田
(
明
治
三
十
年
)
福
島
〈
明
治
一
二
十
二
年
〉
宮
崎
(
明
治
三
十
二

年
)
島
根
〔
明
治
三
十
三
年
)
愛
知
(
明
治
三
十
四
年
)
石
川
〈
明
治
三
十
五
年
〉

凶
北
海
道
農
会
報
Jho-少
Z
o・
s-
可申∞・

間
ア
ン
、
ク
ロ
ノ
ル
マ
ン
種
、
フ
ラ
ン
ス
原
産
で
中
間
種
(
半
血
種
)
、
乗
用
、
繋
鍔
用
馬
、
似
し
コ
ッ
プ
型
の
も
の
は
農
耕
用
馬
と
し
て
も
利
用
さ

マ
告
。

ハ
ク
ニ

l
陵
、
イ
ギ
リ
ス
原
産
、
ノ

i
フ
ォ
ー
ク
ト
ロ
ツ
タ

l
又
は
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
ロ
!
ド
ス
タ
!
と
も
い
わ
れ
る
。
速
歩
馬
と
し
て
著
名

削
畜
産
雑
誌

S
7
5岨
Z
D
L
M
-

同》】凶

間
世
間
産
雑
誌

g戸司、
zc・4
・同》・吋

ω側
面
産
雑
誌
g
F
]
a
-
Z
P
2
・同
Y
G
「
重
朝
間
劇
婚
に
対
す
る
民
の
声
」
よ
り
抜
翠

四

畜
産
組
合
中
心
時
代

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
熔
し
、
平
和
が
蘇
る
と
と
も
に
世
界
は
あ
げ
て
軍
縮
時
代
に
入
っ
た
が
、

請
は
低
ま
り
、
軍
の
馬
匹
改
良
に
対
す
る
干
渉
も
前
期
に
比
し
て
弱
め
ら
れ
、
そ
の
主
導
権
は
民
間
の
手
に
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
利
益
擁
護
機
関
ア
)
に
ま
で
成
長
し
た
市
産
組
合
に
よ
っ
て
狙
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、

わ
が
国
に
於
い
て
も
馬
に
対
す
る
軍
事
的
要

す
な
わ
ち
漸
く
生
産
者



と
こ
ろ
で
此
の
頃
に
な
る
と
北
海
道
に
於
げ
る
馬
産
は
、
大
部
分
農
家
に
よ
っ
て
副
業
的
に
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り
{
之
、
馬
は
農
家
に
と
っ
て
重
要
な
現
金

収
入
の
手
段
と
も
な
っ
て
い
た
が
、
他
方
そ
の
消
流
は
大
半
、
府
県
市
場
へ
依
存
す
る
に
至
っ
て
い
た
玄
)
。
従
っ
て
馬
匹
改
良
の
方
針
は
、
同
一
の
馬
が
、
道
内

で
使
用
さ
れ
る
農
耕
馬
と
し
て
の
要
請
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
府
県
市
場
の
要
請
に
も
応
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
い
担
い
手
と
な
っ
た
北
海
道
畜
産
組
合
連
合
会
は
、
大
正
八
年
に
、

し
、
そ
れ
に
基
ず
い
て
改
良
計
雨
を
樹
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
新

「
畜
産
調
査
会
」

を
組
織
し
、

府
県
市
場
の
要
求
す
る
馬
絡
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査

し
か
し
て
畜
産
調
査
会
は
府
県
市
場
の
調
査
結
果
を
次
の
如
く
報
告
し
て
い
る
。

「
今
回
ノ
調
査
ニ
ヨ
レ
パ
本
道
/
産
馬
ハ
之
レ
カ
販
路
ヲ
府
県
-
一
求
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
府
県
ニ
於
ケ
ル
需
要
増
減
ハ
直
チ
ニ
本
道
産
馬
上
-
一

影
響
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
ニ
徒
一
フ
ニ
高
価
ノ
馬
匹
ヲ
生
産
シ
テ
販
路
-
一
窮
ス
ル
カ
如
キ
ハ
大
ニ
考
慮
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
本
道
ノ
産
馬
ハ
之
レ
ヲ
一
言
ニ

γ
テ
評
ス

レ
ハ
雑
駁
ナ
ル
馬
群
ノ
集
団
ト
言
フ
ヘ
ク
大
小
高
低
軽
重
一
様
ナ
ラ
ス
之
レ
ヲ
青
森
、
岩
手
/
産
馬
エ
日
比
ス
レ
ハ
日
ヲ
向
フ
シ
テ
談
ス
へ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
是
レ

改
善
ノ
一
ツ
ナ
リ

本
道
/
産
馬
ハ
概
シ
テ
不
純
ノ
モ
ノ
多
タ
血
統
書
ノ
如
キ
ハ
近
年
奥
羽
地
方
-
一
於
テ
全
ク
不
信
ノ
状
況
ナ
リ
将
来
大
エ
発
展
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
本
道
産
馬

界
モ
斯
ク
テ
ハ
雑
役
潟
ノ
産
地
ト
シ
テ
遇
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
遠
キ
将
来
ヲ
待
タ
サ
ル
ヘ
シ
当
業
者
ハ
勿
論
畜
産
組
合
モ
宜
シ
ク
一
此
点
ニ
留
意
シ
蕃
殖
上
雑
交
ヲ
避

ケ
馬
種
ノ
統
一
ヲ
策
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
是
レ
改
善
ノ
ニ
ナ
リ
」
(
三
。

「
農
家
ノ
要
求
ス
ル
馬
格
ハ
奥
羽
各
県
ニ
於
テ
ハ
概
ネ
中
倍
ノ
馬
匹
ヲ
望
ム
モ
中
部
各
県
及
関
東
各
県
ニ
於
テ
ハ
小
梅
ノ
モ
ノ

7

要
求
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
先
ツ

体
尺
ヨ
リ
云
へ
ハ
中
部
関
東
方
面
ハ
四
尺
六
、
七
寸
ヲ
適
当
ト
シ
巾
広
キ
小
型
ノ
モ
ノ
通
称
土
産
馬
格
位
ヒ
ノ
モ
ノ
最
モ
歓
迎
セ
ラ
ル
状
況
ナ

y
」(
5
)

要
す
る
に
府
県
市
場
の
要
求
に
応
え
る
に
は
、
従
来
北
海
道
で
生
産
さ
れ
て
い
た
過
大
、
過
重
の
馬
で
は
な
く
、

小
格
貌
馬
を
創
る
こ
と
で
あ
り
、
叉
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
が
思
い
思
い
の
馬
を
創
る
の
で
は
な
く
、

北
海
道
在
来
の
「
士
産
馬
」
に
類
似
し
た

産
地
に
よ
っ
て
規
格
化
さ
れ
た
、

換
言
す
れ
ば
、
銘
柄
化

出
来
る
馬
を
創
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

勿
論
こ
れ
は
、
道
内
農
家
の
農
用
馬
と
し
て
姿
求
す
る
も
の
と
は
必
ら
ず
し
も
同
じ
で
は
な
く
、

農
用
馬
と
し
て
の
要
求
を
大
き
く
譲
歩
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
※
、

従
っ
て
、
府
県
市
場
の
要
求
を
全
面
的
に
入
れ
る
に
は

今
や
一
般
農
家
に
と
っ
て
馬
は

労
働
手
段
と
し
て
の
重
要
性
に
も
ま
し
て
重
要

/¥ 



A 
四

な
現
金
収
入
の
手
段
で
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
譲
歩
は
行
わ
れ
、
府
県
市
場
の
要
求
を
大
き
く
入
れ
た
馬
匹
改
良
方
針
が
樹
て
ら
れ
た
Q

※
何
故
な
ら
ば
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
馬
匹
生
産
は
大
半
農
家
に
よ
っ
て
副
業
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
，
同
一
個
体
の
馬
が
農
用
馬
で
あ
る
と
同
時
に
蕃

殖
用
馬
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
府
県
市
場
の
要
求
に
応
じ
た
馬
を
生
産
す
る
に
適
合
し
た
蕃
殖
牝
馬
を
飼
養
す
れ
ば
、
そ
れ
は
農
用
馬
と
し
て
は
不
適
当
な
馬
を

飼
養
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
、
何
ず
れ
か
一
方
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
畜
産
組
合
は
、
こ
の
計
画
に
基
，
す
い
て
組
合
所
有
馬
を
増
大
し
(
第
六
表
参
照
〉
、

叉
国
有
種
牡
馬
、

道
有
種
牡
馬
を
も
組
合
が
全
面
的
に
借

受
け
て
こ
れ
を
統
制
し
、
産
地
別
に
そ
れ
に
適
し
た
種
牡
馬
を
配
す
る
な
ど
し
て
改
良
を
推
進
め
て
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
改
良
は
若
し
く
進
み
、
主
種
馬
は
減
少
し
(
6
)
、
(
前
掲
第
七
表
参
照
)
、
叉
例
え
ば
、

「
日
本
釧
路
種
」
※

「
奏
上
釧
路
極
」
等
の
如
き
、
各

地
に
特
有
の
応
が
創
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

※
目
本
釧
路
積
。
日
間
穐
と
し
て
固
定
し
た
も
の
で
な
い
が
、
神
八
三
郎
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
釧
路
畜
産
組
合
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
、
昭
和
七
年
に
命
名
さ

れ
た
も
の
で
、
土
産
馬
の
牝
に
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
の
佐
馬
を
配
合
し
て
得
た
小
格
駿
馬
で
あ
る
。
こ
の
種
の
小
格
駿
馬
の
創
出
は
す
で
に
明
治
二
十
年
代
か

ら
神
八
三
郎
等
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
来
た
が
、
こ
れ
が
本
絡
化
し
た
の
は
畜
産
組
合
が
馬
匹
改
良
の
担
い
手
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
釧
路

畜
産
組
合
は
大
正
八
年
に
は
独
自
の
産
馬
方
針
を
樹
て
、
大
正
十
五
年
よ
り
三
ヶ
年
に
渉
り
茶
木
種
牡
馬
十
一
一
践
を
仏
国
よ
り
輸
入
し
、
偶
人
有
種
位
馬
一

O
二
淵
を
購
貸
し
て
種
牝
馬
統
制
を
完
了
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
漸
く
時
々
固
定
し
た
「
目
本
釧
路
種
」
を
創
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

註
川
従
来
の
畜
産
組
合
(
産
牛
馬
組
合
)
は
、
全
く
官
の
馬
匹
改
良
政
策
の
媒
介
機
関
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
大
正
年
代
に
入
っ
て
漸
く
、
益
々
重
大
な
問

題
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
馬
四
の
消
流
事
業
を
行
う
に
宅
っ
て
い
た
。
因
み
に
、
か
の
有
名
な
釧
路
産
牛
馬
組
合
の
大
楽
毛
家
畜
市
場
の
開
設
は
明
治

四
十
四
年
で
あ
り
、
十
勝
産
牛
馬
組
合
の
常
広
家
南
市
場
の
開
設
は
大
正
四
年
で
あ
っ
た
。

川
凶
抱
稿
「
北
海
道
に
於
げ
る
馬
産
の
変
遅
」
北
大
大
学
院
卒
業
論
文

間
関
み
に
、
大
正
六
年
度
に
於
け
る
道
内
生
産
頭
数
に
対
す
る
府
県
移
出
馬
頭
数
を
み
る
と
前
者
二
五
、
五
四
九
頭
に
対
し
後
者
三
一
、
七

O
七
頭
、
八

年
度
は
二
二
、
五
一
一
一
一
頭
に
対
し
一
九
、

O
六
回
頭
と
な
っ
て
い
る
。

仙
北
海
道
庁
産
業
部
「
北
海
道
畜
産
之
現
況
並
ニ
将
来
」
二
七

O
頁

町
北
海
道
庁
産
業
部
、
同
上
二
五
六
頁

川
開
重
種
馬
が
減
少
し
た
の
は
府
県
市
場
の
要
請
の
み
に
よ
っ
て
で
は
勿
論
な
い
じ
道
内
農
家
の
農
家
耕
馬
と
し
て
の
要
請
も
又
、
中
間
稲
系
の
も
の
に
変
り



つ
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
経
営
の
集
約
化
、
冬
山
造
材
(
従
来
農
家
は
馬
を
連
れ
て
冬
山
造
材
に
出
稼
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
さ
き
に
重
種
系

馬
が
急
増
し
た
一
つ
の
原
因
は
冬
山
造
材
の
盛
況
に
あ
っ
た
。
)
の
衰
退
等
と
相
侠
っ
て
貌
曳
力
の
強
力
な
も
の
よ
り
も
或
程
度
の
軽
快
性
を
有
す

る
馬
が
歓
迎
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。
他
方
、
重
匹
の
飼
養
形
態
も
従
来
の
周
年
放
牧
か
ら
舎
飼
法
に
変
っ
て
い
た
た
め
、
混
血
種
(
軽
種
、
中
間

種
)
の
生
産
も
、
そ
れ
程
困
難
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

結

ぴ、

北
海
道
に
於
け
る
馬
格
改
良
過
程
の
概
要
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
最
初
の
問
題
提
起
に
基
ず
い
て
こ
れ
を
要
約
し
、
結
び
と
し
よ
う
。

先
ず
い
え
る
こ
と
は
、
北
海
道
に
於
い
て
も
馬
匹
の
改
良
は
常
に
官
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
が
、
軍
の
干
渉
は
府
県
に
比
べ
て
お
そ
く
、

そ
れ
が
本

格
化
し
た
の
は
日
露
戦
争
後
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

北
海
道
に
於
け
る
場
合
、

農
家
の
馬
匹
に
対
す
る
要
求
は
土
地
利
用
の
進
展
と
共
に
変
化
し
、
開
発
当
初
に
お
い
て
は
駄
載
用
馬
が
要
求
さ
れ

た
が
故
に
土
産
馬
或
は
こ
れ
と
南
部
産
馬
と
の
雑
種
「
南
土
合
馬
」
が
、
そ
し
て
経
営
規
模
の
拡
大
、
。
フ
ラ
ウ
農
業
の
展
開
と
共
に
重
級
馬
が
、
土
地
利
用
の

集
約
化
、
馬
産
の
副
業
化
、
産
駒
の
府
県
市
場
へ
の
依
存
度
の
増
大
な
ど
と
共
に
中
間
種
系
の
馬
が
妥
求
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
故
に
馬
匹
改
良
上
に
於

第
二
は
、

け
る
問
題
も
一
様
で
は
な
く
、
そ
れ
と
共
に
変
化
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、

第
三
は
、
府
県
に
於
け
る
場
合
、
農
業
経
営
規
模
の
零
細
性
放
に
農
家
は
小
格
馬
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、
国
阜
は
比
較
的
大
熔
馬
を
要
求
し
、

改
良
上
に
於
げ
る
宿
命
的
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
北
海
道
に
於
け
る
場
合
は
、
農
家
の
要
求
と
寧
の
要
求
と
が
大
き
な
相
違
を
示
し
た
の
は
、
た
だ
明
治
三
十

年
代
の
後
半
か
ら
大
正
・
の
初
期
に
か
け
て
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
府
県
の
場
合
と
は
異
な
り
、
農
家
の
要
求
が
章
一
大
宮
崎
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

は
そ
れ
よ
り
小
格
の
中
間
種
系
の
一
馬
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

」
れ
は
馬
匹

軍
の
要
求

第
四
は
、
府
県
に
於
け
る
場
合
、
馬
匹
改
良
上
の
最
大
の
問
題
は
、
軍
の
要
請
と
農
家
の
要
請
と
の
調
整
で
あ
っ
た
が
、

北
海
道
に
於
け
る
場
合
は

そ
れ

に
も
ま
し
て
府
県
農
家
の
要
請
と
道
内
農
家
の
要
請
の
調
整
が
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

第
五
は
、
度
々
の
ベ
た
如
く
馬
匹
改
良
は
常
に
官
の
強
力
な
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

蓋
し
馬
は
章
一
要
な
商
品
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、

結
果
的
に

八
五



以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、

は
商
品
と
し
て
最
も
遊
し
た
馬
の
作
出
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
か
か
げ
た
テ
l
マ
に
対
す
る
考
察
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
一
面
的
に
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

八
六

す
な
わ
ち
需
要
者

側
か
ら
の
み
考
察
し
、
生
産
者
側
か
ら
の
そ
れ
は
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
北
海
道
に
於
け
る
場
合
、
馬
匹
生
産
形
態
は
土
地
利
用
の
進
展
に
伴
う
生
産
基

盤
の
変
化
と
共
に
変
っ
て
き
た
。
し
か
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
形
態
に
適
合
し
た
馬
種
(
改
良
度
合
)
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
放
に
馬

匹
生
産
者
の
果
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
の
指
摘
に
と
ど
め
、
考
察
は
今
後
を
期
し
た
い
。

一
九
五
九
、

一
二
、
ニ

O


